
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
小板形状の基質を含んで成る貴金属色効果材料であって、前記基質が、
（ａ）銀、金、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、オスミウム、イリジウムおよ
びそれらの合金から成る群から選択され、向かって来る光に対し高度に反射する１番目の
層、および
（ｂ）前記１番目の層をカプセル封じし、衝突して来る光の入射角に応じて光に多様な路
長を与える２番目の層、および
（ｃ）向かって来る光を選択的に透過する３番目の層、
でカプセル封じされている色効果材料。
【請求項２】
前記基質がマイカ、酸化アルミニウム、オキシ塩化ビスマス、窒化ホウ素、ガラスフレー
ク、酸化鉄被覆マイカ、二酸化ケイ素および二酸化チタン被覆マイカから成る群から選択
される請求項１記載の色効果材料。
【請求項３】
前記１番目のカプセル封じ層が銀である請求項２記載の色効果材料。
【請求項４】
前記１番目のカプセル封じ層が金である請求項２記載の色効果材料。
【請求項５】
前記１番目のカプセル封じ層が白金である請求項２記載の色効果材料。
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【請求項６】
前記１番目のカプセル封じ層がパラジウムである請求項２記載の色効果材料。
【請求項７】
前記１番目のカプセル封じ層が前記合金である請求項２記載の色効果材料。
【請求項８】
前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素およびフッ化マグネシウムから成る群から選
択される請求項１記載の色効果材料。
【請求項９】
前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素である請求項８記載の色効果材料。
【請求項１０】
前記３番目のカプセル封じ層が銀、金、白金、パラジウムおよびそれらの合金から成る群
から選択される請求項２記載の色効果材料。
【請求項１１】
前記３番目のカプセル封じ層が銀である請求項１０記載の色効果材料。
【請求項１２】
前記３番目の層がケイ素、二酸化チタン、酸化鉄、酸化クロム、混合金属酸化物およびア
ルミニウムから成る群から選択される請求項２記載の色効果材料。
【請求項１３】
前記１番目の層が無電解メッキ層である請求項１記載の色効果材料。
【請求項１４】
前記２番目の層がゾル－ゲル沈着層である請求項２記載の色効果材料。
【請求項１５】
前記基質が小板形状のマイカであり、カプセル封じしている前記１番目の高反射性層が銀
であり、前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素でありそして前記３番目のカプセル
封じ層が選択的に透過する銀の層である請求項２記載の色効果材料。
【請求項１６】
前記基質が小板形状のマイカであり、カプセル封じしている前記１番目の高反射性層が金
であり、前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素でありそして前記３番目のカプセル
封じ層が選択的に透過する銀の層である請求項２記載の色効果材料。
【請求項１７】
前記基質が小板形状のマイカであり、カプセル封じしている前記１番目の高反射性層が白
金であり、前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素でありそして前記３番目のカプセ
ル封じ層が選択的に透過する銀の層である請求項２記載の色効果材料。
【請求項１８】
前記基質が小板形状のマイカであり、カプセル封じしている前記１番目の高反射性層がパ
ラジウムであり、前記２番目のカプセル封じ層が二酸化ケイ素でありそして前記３番目の
カプセル封じ層が選択的に透過する銀の層である請求項２記載の色効果材料。
【請求項１９】
貴金属色効果材料の製造方法であって、
（ａ）小板形状の基質を銀、金、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、オスミウム
、イリジウムおよびそれらの合金から成る群から選択され、向かって来る光に対し高度に
反射する１番目のカプセル封じ層で被覆し、
（ｂ）前記１番目の層を、衝突して来る光の入射角に応じて光に多様な路長を与える２番
目の層でカプセル封じし、そして
（ｃ）前記２番目の層を、向かって来る光を選択的に透過する３番目の層でカプセル封じ
する、
ことを含んで成る方法。
【請求項２０】
前記基質がマイカ、酸化アルミニウム、オキシ塩化ビスマス、ガラスフレーク、二酸化ケ
イ素、酸化鉄被覆マイカ、二酸化チタン被覆ガラスおよび二酸化チタン被覆マイカから成
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る群から選択される請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
前記２番目の層が二酸化ケイ素およびフッ化マグネシウムから成る群から選択され、そし
て前記３番目の層が銀、金、白金、パラジウム、前記金属の合金、ケイ素、酸化鉄、酸化
クロム、混合金属酸化物およびアルミニウムから成る群から選択される請求項２０記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の背景）
光可変（ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　ｖａｒｉａｂｌｅ）顔料は１９６０年代から特許文献に記
述されてきた。Ｈａｎｋｅの米国特許第３，４３８，７９６号には顔料が「制御された条
件下で中心のアルミニウム膜または基質の上に制御された選択的厚みで連続的に付着させ
た半透明性の薄いシリカ膜で各々が分離され、光を透過する半透明の薄い粘着性金属アル
ミニウム膜もしくは層」であるとして記述されている。そのような材料は独特な色移行（
ｃｏｌｏｒ　ｔｒａｖｅｌ）および光色効果（ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｏｌｏｒ　ｅｆｆｅｃ
ｔｓ）を与えると認識されている。
【０００２】
光可変顔料を得ようとする時の従来技術のアプローチでは一般に下記の２つの技術の中の
一方が採用されていた。１番目のアプローチでは、仮基質（これはしばしば柔軟性のある
網状組織である）の上に層の積み重ねを与える。前記層を一般にアルミニウムとＭｇＦ 2

で構成させる。前記膜の積み重ねを前記基質から分離した後、粉末処理で適切な寸法のフ
レークに細分する。このような顔料の製造は物理的技術、例えば基質への物理的蒸着に続
く基質からの分離そして次に粉砕を行うか、或はプラズマ分解に続く分解生成物のデフレ
ーキング（ｄｅｆｌａｋｉｎｇ）などで行われる。このようにして得られる顔料では、積
み重ねられた中心層と他の層の全部が他の層で完全に封じ込められてはいない。粉砕過程
で生成した面の所に層になった構造を見ることができる。
【０００３】
もう一方のアプローチでは、小板形状の不透明な金属基質を、選択的に吸収する金属酸化
物層と非選択的に吸収する炭素、金属および／または金属酸化物層で逐次的に被覆または
カプセル封じする。このようなアプローチを用いる時の層の取り付けは、満足される材料
を得る目的で典型的に流動床を用いた化学蒸着技術で行われる。この技術の主要な欠点は
、流動床方法が厄介なことと実質的な技術的製造基盤施設が必要な点にある。使用基質に
関係した追加的制限は、伝統的な金属フレークは一般に構造的一体性に問題があることと
水素ガスが発生すると言った問題があることの他に発火の懸念がある点にある。
【０００４】
このような従来技術のアプローチは追加的欠点を有する。例えば、特定の金属または金属
フレーク、例えばクロム、アルミニウムおよび真鍮などは使用に関連して健康および環境
に影響を与えることが認識されている。そのような認識されている影響から、それらを光
効果材料（ｏｐｔｉｃａｌ　ｅｆｆｅｃｔ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ）で用いる場合、その量
を最小限にすることができれば、これは有利である。
【０００５】
（発明の要約）
本発明は貴金属色効果材料（ｃｏｌｏｒ　ｅｆｆｅｃｔ　ｍａｔｅｒｉａｌ）（ＣＥＭ）
を提供し、この材料は、小板形状の基質を含んで成っていて前記基質が（ａ）銀、金、白
金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、オスミウム、イリジウムおよびそれらの合金か
ら成る群から選択され、向かって来る光を高度に反射する１番目の層および（ｂ）前記１
番目の層をカプセル封じし、衝突して来る光の入射角に応じてＳｎｅｌｌの法則に従って
光に多様な路長（ｖａｒｉａｂｌｅ　ｐａｔｈｌｅｎｇｔｈ）を与える２番目の層および
（ｃ）向かって来る光を選択的に透過する３番目の層でカプセル封じされている（ｅｎｃ
ａｐｓｕｌａｔｅｄ）。
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【０００６】
（発明の説明）
本発明の目的は、技術的効率が良くて再現性がありかつ信頼できる様式で製造可能な新規
な貴金属ＣＥＭを提供することにある。この目的を、小板形状（ｐｌａｔｅｌｅｔ－ｓｈ
ａｐｅｄ）の基質を含んで成っていて前記基質が（ａ）向かって来る光を高度に反射する
１番目の層および（ｂ）前記１番目の層をカプセル封じし、衝突して来る光の入射角に応
じて光に多様な路長を与える低屈折率、典型的には屈折率が１．３から２．５、より具体
的には１．４から２．０の材料からなる２番目の層および（ｃ）向かって来る光を選択的
に透過する３番目の層で覆われているＣＥＭで達成する。前記１番目のカプセル封じ層が
示す反射度は１００％から５％の反射率であるべきであるが、カプセル封じしている３番
目の層が示す選択的透過率は５％から９５％の透過率であるべきである。より具体的には
、前記１番目のカプセル封じ層および３番目の層のそれぞれが５０－１００％の反射率お
よび５０－９５％の透過率を示すのが好適である。異なる層が示す反射率および透過率の
測定はいろいろな測定方法、例えばＡＳＴＭ方法Ｅ１３４７－９７、Ｅ１３４８－９０（
１９９６）またはＦ１２５２－８９（１９９６）を用いて実施可能である。前記基質はマ
イカ、酸化アルミニウム、オキシ塩化ビスマス、窒化ホウ素、ガラスフレーク、酸化鉄被
覆マイカ（ＩＣＭ）、二酸化ケイ素、二酸化チタン被覆マイカ（ＴＣＭ）またはカプセル
封じされ得る滑らかな如何なる小板であってもよい。前記１番目の層と３番目の層は同一
または異なる貴金属、即ち銀、金、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、オスミウ
ムおよび／またはイリジウムまたはそれらの合金であってもよい。
【０００７】
本発明の利点は、伝統的な金属フレークを用いて出発する必要がない点にあり、このよう
な伝統的な金属フレークは構造的一体性に問題がありかつ水素ガスが発生すると言った問
題を有しかつ金属フレークに典型的に関連した他の数多くの認識されている問題（発火性
および環境上の懸念）を伴う可能性がある。本発明で用いる貴金属は化学的にアルミニウ
ムよりもはるかに安定であり、これらは一般に酸化されていない金属基底状態にあると言
われる。更に、銀を反射性層の１つとして用いると、ＣＥＭが反射する色１種または２種
以上の色度が最大限になり得ることから、これが好適である。加うるに、銀を粒子の最終
（外側）層として用いると、これはＣＥＭに導電性を与え、このことは、ある用途、例え
ば粉末被覆などで望ましい可能性がある。
【０００８】
本発明の驚くべき面は、望ましい色移行光効果特性を有する費用効果的複合材料が作り出
される点にある。
【０００９】
金属層を好適には無電解メッキ（ｅｌｅｃｔｒｏｌｅｓｓ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）で付
着させそして非金属層を好適にはゾル－ゲル沈着（ｓｏｌ－ｇｅｌ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏ
ｎ）で付着させる。金または白金をＣＥＭの１番目の層として用いた場合にこれをカプセ
ル封じする金属酸化物の膜または外側層をそれに付着させる時、驚くべきことに、水性の
ゾル－ゲル系を用いる方法が別の任意選択である。無電解メッキ［Ｅｇｙｐｔ．Ｊ．Ａｎ
ａｌ．Ｃｈｅｍ．、３巻、１１８－１２３（１９９４）］の利点は、これが世界的に確立
された化学的技術でありかつ他の技術に比べて厄介で高価な基盤施設を必要としない点に
ある。無電解メッキ技術を用いると、また、金属膜の厚みを変えることにより光の反射度
を極めて正確かつ容易に調節することも可能になる。追加的に、そのような公知の手順は
、いろいろな表面の被覆で利用可能な一般化された手順である。更にまた、化学蒸着を用
いると、適切な前駆体を用いることで如何なる基質にも金属または金属酸化物の層を付着
させることができる［Ｔｏｉｖｏ　Ｔ．ＫｏｄａｓおよびＭａｒｋ　Ｊ．Ｈａｍｐｄｅｎ
－Ｓｍｉｔｈ編集のＴｈｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｍｅｔａｌ　ＣＶＤ、ＶＣＨ　
Ｖｅｒｌａｇｓｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ　ｍｂＨ、Ｄ－６９４５１　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ
、１９９４、ＩＳＢＮ　３－５２７－２９０７１－０］。
【００１０】
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本発明の驚くべき追加的面は、前記低屈折率材料が貴金属表面に粘着する時に前記材料が
じん性を示す点にある。
【００１１】
本発明の製品は、金属フレークまたは真珠光（ｐｅａｒｌｅｓｃｎｅｔ）顔料が伝統的に
用いられている自動車、化粧品、産業または他の任意用途で用いるに有用である。
【００１２】
前記小板形状基質の大きさは本質的に重要ではなく、個々の用途に適合させることができ
る。このような粒子は最大平均主要寸法が一般に約５－２５０μｍ、特に５－１００μｍ
である。それらの比自由表面積（ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｆｒｅｅ　ｓｕｒｆａｃｅ　ａｒｅ
ａ）（ＢＥＴ）は一般に０．２から２５ｍ 2／ｇである。
【００１３】
本発明のＣＥＭは小板形状の基質が複数のカプセルで封じ込められている点で注目に価す
る。
【００１４】
銀、金、白金、パラジウム、ロジウム、ルテニウム、オスミウム、イリジウムまたはそれ
らの合金からなる１番目のカプセル封じ層は、向かって来る光を高度に反射する。
【００１５】
この１番目の層の厚みは、この層が高い反射を示すに充分な厚みである限り重要ではない
。望まれるならば、この１番目の層が光を選択的に透過するように厚みに変化を持たせる
ことも可能である。この１番目のカプセル封じ層の厚みは、用いる金属または合金に応じ
て２ｎｍから１００ｎｍ、好適には１０ｎｍから７５ｎｍであってよい。例えば、この１
番目の層の成分として銀を選択する場合には厚みを少なくとも約５ｎｍ、好適には約１０
から７５ｎｍにすることができる。しかしながら、金を用いる時には厚みを少なくとも約
４ｎｍ、好適には約１０から７０ｎｍにすることができる。１番目の層としての白金の厚
みは少なくとも約３ｎｍ、好適には約５から６５ｎｍであり得る。上述した範囲の金属も
しくは金属合金層厚は、典型的に、完全に不透明であるか或は光を実質的に透過する厚み
である。当然、望ましい効果を得る目的で上述した材料の異なる層を用いることもできる
。例えば、反射性銀層の上部に半透明性の薄い金層を位置させてもよい。そのような金属
は、反射特性を示すことに加えて、膜厚に応じてユニークなバルク（ｂｕｌｋ）色効果を
示し得る。例えば、半透明性の薄い金膜はＣａｓｓｉｕｓの紫に類似しているがそれより
もすみれ色に見える可能性がある。波長が３５０－７００ｎｍ未満の白色光より短い１０
０ｎｍ未満の金葉は、透過光で見た時、青色がかった緑色に見える。本発明で合金を用い
る場合、ほぼ無限数の合金を利用することができることは明らかである。いくつかの合金
例は下記である（括弧の中に元素成分を示す）：スターリング銀（ｓｔｅｒｌｉｎｇ　ｓ
ｉｌｖｅｒ）（銀および銅）、貨幣（金および銅）、ローダイト（ｒｈｏｄｉｔｅ）（金
およびロジウム）、ホワイトゴールド（ｗｈｉｔｅ　ｇｏｌｄ）（金およびパラジウム）
、イエローゴールド（ｙｅｌｌｏｗ　ｇｏｌｄ）（金、銀、銅、亜鉛およびニッケル）お
よびゴールドプレート（ｇｏｌｄ　ｐｌａｔｅ）（金、銀および銅）。被膜の質量パーセ
ントは使用する個々の基質の表面積に直接関係するであろう。
【００１６】
２番目のカプセル封じ層は衝突して来る光の入射角に応じて光に多様な路長を与えるべき
であり、従って、可視光を透過する低屈折率の如何なる材料も使用可能である。この２番
目の層は好適には二酸化ケイ素（ＳｉＯ 2）、二酸化ケイ素の亜酸化物（ＳｉＯ 0 . 2 5から
ＳｉＯ 1 . 9 5）またはフッ化マグネシウムから成る群から選択される。
【００１７】
この２番目の層の厚みは望まれる色移行度に応じて多様である。加うるに、この２番目の
層が有する厚みはいろいろな要因、特に屈折率に応じて多様である。屈折率が約１．５の
材料では、ユニークな色移行を起こさせるためには、数百ナノメートルの膜厚を必要とす
る傾向がある。この２番目の層の厚みは、好適には、例えば二酸化ケイ素およびフッ化マ
グネシウムの場合には約７５から５００ｎｍである。

10

20

30

40

50

(5) JP 3698361 B2 2005.9.21



【００１８】
１つの態様では、この２番目の層を３番目の選択的透過性層でカプセル封じすることによ
り、向かって来る光を部分的に反射させる。この３番目のカプセル封じ層は好適にはケイ
素、酸化鉄、酸化クロム、混合金属酸化物、二酸化チタン、窒化チタンおよびアルミニウ
ムから成る群から選択される。この３番目の層はより好適には前記１番目の層の貴金属も
しくは合金の１種以上である。
【００１９】
勿論、この３番目の層はまた顔料の干渉色にも貢献し得る。その厚みは多様であり得るが
、必ず透過がある程度起こるような厚みでなければならない。たとえば３番目の層の厚み
は、好適には、例えばケイ素の場合には約５から２０ｎｍであり、アルミニウムの場合に
は約２から１５ｎｍであり、窒化チタンの場合に約１－１５ｎｍであり、酸化鉄の場合に
は約１０から６０ｎｍであり、酸化クロムの場合には約１０から６０ｎｍであり、二酸化
チタンの場合には約１０－１００ｎｍであり、混合金属酸化物の場合には約５から６０ｎ
ｍであり、銀の場合には約５から２０ｎｍであり、金の場合には約３から２０ｎｍであり
、白金の場合には約３－２０ｎｍであり、そしてパラジウムの場合には約５から２０ｎｍ
である。貴金属合金の場合の膜厚も一般に純粋な金属または合金の厚みに比較して同様な
厚みである。上述した範囲の膜厚は所望効果に応じて適用可能であると認識する。
【００２０】
本発明のＣＥＭのカプセル封じ層は全部が一緒になって均一で等質の膜状構造である点で
注目に価し、これは、本発明に従う調製様式の結果としてもたらされるものである。
【００２１】
このように被覆された小板様基質を調製する新規な方法では、個々の被覆段階の各々を、
適切な出発化合物の無電解メッキまたは加水分解／凝縮を被覆されるべき基質粒子の存在
下で起こさせることで行う。例えば金属の水溶性塩、例えばＨＡｕＣｌ 4、ＡｇＮＯ 3、Ｈ

2ＰｔＣｌ 6、ＰｄＣｌ 2などの還元により金属を付着させることができる。二酸化ケイ素
を付着させる場合、ケイ素のテトラアルコキサイド、例えばテトラエトキシシランなど、
塩基、例えばケイ酸ナトリウムなど、そしてハライドシラン、例えば四塩化ケイ素などか
ら成る群から選択される化合物を用いて付着を起こさせてもよく、二酸化チタンを付着さ
せる場合、テトラアルコキサイド、例えばチタンのテトラエトキサイドなど、ハライド化
合物、例えば四塩化チタンなど、そして硫酸塩化合物、例えば硫酸チタンなどを用いて付
着を起こさせてもよく、窒化チタンを付着させる場合、四塩化チタン、テトラキス（ジエ
チルアミド）チタン（ＴＤＥＡＴ）およびテトラキス（ジメチルアミド）チタン（ＴＤＭ
ＡＴ）などを用いて付着を起こさせてもよく、酸化鉄を付着させる場合、鉄カルボニル、
硫酸鉄および塩化鉄などを用いて付着を起こさせてもよく、そして酸化クロムを付着させ
る場合、クロムカルボニルおよび塩化クロムなどを用いて付着を起こさせてもよい。
【００２２】
色効果材料の合成は一般に下記の如く実施可能である：小板材料、例えばマイカなどを水
性媒体に入れて撹拌しながら懸濁させる。この懸濁液に貴金属前駆体（これは無電解メッ
キで基質の上に金属を付着させ得る）を適切な還元剤と共に加える。この高反射性金属で
覆われた基質を濾過し、洗浄した後、アルコール系溶媒、例えばブタノールなどに再懸濁
させる。この金属で覆われたマイカまたは他の基質の上に二酸化ケイ素を付着させるには
、Ｓｔｏｂｅｒ方法［Ｃ．Ｊｅｆｆｅｒｙ　ＢｒｉｎｋｅｒおよびＧｅｏｒｇｅ　Ｗ．Ｓ
ｃｈｅｒａ、Ｓｏｌ－Ｇｅｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ、Ｔｈｅ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ａｎｄ　Ｃｈ
ｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｓｏｌ－Ｇｅｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ、Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐ
ｒｅｓｓ，Ｉｎｃ．（１９９０）］を用いることができる。このＳｔｏｂｅｒ方法の純粋
なアルコールの代わりにアルコールの共沸混合物、例えばエタノールと水などを用いるこ
とも可能である。この金属で被覆してシリカでカプセル封じした小板を濾過し、洗浄した
後、水性媒体に入れて撹拌し、再懸濁させる。この水性媒体にこの上に記述した如き無電
解メッキ用金属溶液を添加し、選択的透過性金属被膜を付着させる。最終的粒状生成物を
洗浄して乾燥させると、これは見る角度の関数として光色効果を示す。
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【００２３】
最終的なＣＥＭは、カプセル封じしている２番目の低反射率層の厚みに応じて、見る角度
の関数として複数の異なる色効果（赤色、オレンジ色、緑色、紫色）を示すであろう。前
記小板基質が担体基質として働く。これは最終的な粒子の光学特性に貢献するか或は影響
を与えるか或は貢献も影響も与えなくてもよい。
【００２４】
本発明の色効果材料（ＣＥＭ）は数多くの目的、例えば塗料、印刷用インク、プラスチッ
ク、ガラス、セラミック製品および装飾用化粧調剤などの色づけに用いるに有利である。
これらは特殊な機能特性を有するので他の数多くの目的で用いるにも適する。本ＣＥＭは
例えば導電性もしくは電磁遮蔽性プラスチック、塗料もしくは被膜または導電性重合体な
どにおいて使用可能である。本ＣＥＭは導電機能を有するので、粉末被覆用途で多大な有
用性を有する。
【００２５】
本発明の組成物が有用である上述した組成物は本分野の通常の技術者に良く知られている
。その例には印刷用インク、マニキュア、ラッカー、熱可塑性および熱硬化性材料、天然
樹脂および合成樹脂、ポリスチレンおよびその混合重合体、ポリオレフィン、特にポリエ
チレンおよびポリプロピレン、ポリアクリル系コンパウンド、ポリビニルコンパウンド、
例えばポリ塩化ビニルおよびポリ酢酸ビニルなど、ポリエステルおよびゴム、そしてまた
ビスコースおよびセルロースエーテルからなるフィラメント、セルロースエステル、ポリ
アミド、ポリウレタン、ポリエステル、例えばポリグリコールテレフタレートなど、およ
びポリアクリロニトリルが含まれる。
【００２６】
本顔料は良好な耐熱性を有することから、これは特に全体としてプラスチック、例えばポ
リスチレンおよびその混合重合体、ポリオレフィン、特にポリエチレンおよびポリプロピ
レンなど、そして対応する混合重合体、ポリ塩化ビニルおよびポリエステル、特にポリエ
チレングリコールテレフタレートおよびポリブチレンテレフタレートなど、そしてポリエ
ステルが基になった対応する混合縮合生成物などの色つけで用いるに適する。
【００２７】
多様な顔料用途の概論は充分に完成されており、Ｔｅｍｐｌｅ　Ｃ．Ｐａｔｔｏｎ編集、
Ｔｈｅ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、ＩＩ巻、Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎ
ｄ　Ｍａｒｋｅｔｓ、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１
９７３）を参照のこと。加うるに、例えばインクに関してはＲ．Ｈ．Ｌｅａｃｈ編集、Ｔ
ｈｅ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｉｎｋ　Ｍａｎｕａｌ、第４版、Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　
Ｒｅｉｎｈｏｌｄ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）Ｃｏ．Ｌｔｄ．、Ｌｏｎｄｏｎ（１９
８８）、特に２８２－５９１頁、塗料に関してはＣ．Ｈ．Ｈａｒｅ、Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖ
ｅ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ、Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．、Ｐｉｔ
ｔｓｕｂｕｒｇ（１９９４）、特に６３－２８８頁を参照のこと。この上に示した文献は
引用することによってインク、化粧品、塗料およびプラスチック組成物、調合物およびビ
ヒクル（これらに本発明の組成物を入れて用いることができる）の教示（着色剤の量を包
含）に関して本明細書に組み入れられる。例えば、本顔料をオフセット平版印刷用インク
に１０から１５％の量で用いてもよく、その残りはゲル化した炭化水素樹脂およびゲル化
していない炭化水素樹脂、アルキド樹脂、ワックス化合物および脂肪族溶媒を含有するビ
ヒクルである。本顔料をまた自動車用塗料調合物に例えば１から１０％の濃度で入れて他
の顔料と共に用いることも可能であり、そのような他の顔料には、二酸化チタン、アクリ
ル系ラテックス、合着剤（ｃｏａｌｅｓｃｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）、水または溶媒などが
含まれ得る。本顔料をまたポリエチレンに入っている可塑性色濃縮物の状態で例えば２０
から３０％の濃度で用いることも可能である。
【００２８】
（実施例）
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隠蔽率試験紙（Ｌｅｎｅｔａ　ＣｏｍｐａｎｙのＦｏｒｍ　２－６　Ｏｐａｃｉｔｙ　Ｃ
ｈａｒｔｓ）が基になったドローダウン（ｄｒａｗｄｏｗｎｓ）を用いて光沢と色を評価
する（目で見た評価と装置による評価の両方）。カードの黒色部分のドローダウンが反射
色を示す一方で白色部分が透過色を示す［非反射角（ｎｏｎ－ｓｐｅｃｕｌａｒ　ａｎｇ
ｅｌｓ）における］。
【００２９】
本ＣＥＭをニトロセルロースラッカーに本ＣＥＭの粒子サイズ分布に応じて３－１２％の
濃度で混合することでドローダウンの調製を行う。例えば平均ＣＥＭ粒子サイズが２０μ
ｍの時に用いるドローダウンのパーセントは恐らくは３％になるが、平均ＣＥＭ粒子サイ
ズが１００μｍの時に用いるドローダウンのパーセントは恐らく１２％になるであろう。
Ｂｉｒｄフィルムアプリケーションバー（ｆｉｌｍ　ａｐｐｌｉｃａｔｏｉｎ　ｂａｒ）
を用いて前記ＣＥＭ－ニトロセルロース懸濁液をドローダウンカードに湿った状態のフィ
ルム厚が３ミルになるように塗布する。
【００３０】
これらのドローダウンを目で観察した時、見る角度に応じていろいろな色、例えば薄青緑
色から青色そして紫色に及ぶ色などを観察することができる。この観察される色移行の度
合を低屈折率層の厚みで調節する。顔料が示す効果、例えば明度（Ｌ＊）および色度（Ｃ
＊）などを記述する目的で通常用いられる他の量化可能パラメーターは、ａ）下方の反射
層および上部の選択的透過層として用いる材料の選択およびｂ）前記下方層および上部層
の厚み、の両方を用いて調節可能である。
【００３１】
更に、ゴニオスペクトロフォトメーター（ｇｏｎｉｏｓｐｅｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅｔｅ
ｒ）（ＨｕｎｔｅｒのＣＭＳ－１５００）を用いて前記ドローダウンを特徴づけた。見る
角度を変えた時の波長に対する反射率の曲線を得た。ＣＩＥＬａｂ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊システ
ムを用いて本ＣＥＭが示した色移行を記述した。このデータを数値およびグラフの両方で
記録する。実施例２で得たＣＥＭの代表的なＣＥＭに関して記録した数値は下記の通りで
ある：
【００３２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】
Ｌ＊ａ＊ｂ＊のデータはサンプルの外観を特徴づけるデータである。Ｌ＊は明るさ／暗さ
成分であり、ａ＊は赤色／緑色成分を記述し、ｂ＊は青色／黄色成分を表し、Ｃは色度で
ありそしてｈは色相である。
【００３４】
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銀を以下の実施例に示す如き充分に確立された無電解メッキ技術に従って付着させる。
【００３５】
磁気撹拌子が備わっている１リットルのビーカーに２％のデキストロース溶液を３９３グ
ラム入れて、これに１００ミクロンのガラスフレーク（平均主要寸法が１００ミクロン）
［これを本明細書では以降「１００ミクロンガラスフレーク」と呼ぶ］を１００グラム入
れる。このスラリーを室温で撹拌する。
【００３６】
このスラリーに下記のようにして生成させた溶液を迅速に添加する：磁気撹拌子を用いて
３７５ｍｌの蒸留水に硝酸銀の結晶を７．８７グラム溶解させる。このビーカーに２９％
の水酸化アンモニウム溶液を滴下すると褐色の沈澱物が生成し、これをより高濃度の水酸
化アンモニウム溶液に再溶解させる。この溶液が再び透明になった時点で、過剰量を確保
する目的で水酸化アンモニウム溶液を余分に５滴加える。
【００３７】
反応が進行するにつれてスラリーの明度が数回変化する。撹拌を１５分間行った後、上澄
み液に濃塩酸を数滴添加することにより銀イオンに関する試験を行う。この試験は沈澱物
がいくらか生成しそして／または沈澱物が確認されない時の濁りを目で評価する試験であ
る。前記スラリーを濾過して蒸留水で数回濯いだ後、プレスケーキ（ｐｒｅｓｓｃａｋｅ
）を１００℃で一定質量になるまで乾燥させる。この乾燥させたサンプルは不透明で光沢
のある銀色の材料である。
【００３８】
６００ｍｌのイソプロパノールに２５℃で前記材料を５０グラム入れてスラリー化する。
このスラリーに蒸留水を７５グラム、２９％のＮＨ 4ＯＨを３．５グラムおよびテトラエ
トキシシランを７５グラム加える。このスラリーを室温で７時間撹拌した後、濾過し、生
成物を洗浄した後、オーブンで乾燥させる。
【００３９】
５０グラムの１％デキストロース溶液に前記シリカで覆われた材料を１０グラム入れてス
ラリー化する。このスラリーにＡｇＮＯ 3が０．４グラムと水が４０グラムと２９％水酸
化アンモニウム溶液が若干過剰量で入っている溶液を迅速に加える。このスラリーを撹拌
すると１分以内に強い青色が生じる。このスラリーの撹拌を１５分間行った後、その上澄
み液にこの上に概略を示した目で見た評価を基にした試験を行うことで、還元をされなか
った銀イオンに関する評価が負であることを確認する。このスラリーを濾過し、生成物を
洗浄した後、１２０℃で乾燥させる。この生成物は、この生成物を含有するラッカー膜を
見る角度を変えた時、青色から紫色に非常に奇麗な色揺れ（ｃｏｌｏｒ　ｆｌｏｐ）を示
す。
【００４０】

磁気撹拌子が備わっている１Ｌのビーカーに１％のデキストロース溶液を２５０グラム入
れて、これに、光干渉を生成し得る厚みが１００ｎｍの二酸化チタン膜でカプセル封じさ
れている１００ミクロンのガラスフレークを１００グラム入れる。このスラリーを室温で
撹拌する。
【００４１】
このスラリーに下記のようにして生成させた溶液を迅速に添加する：磁気撹拌子を用いて
２５０ｍｌの蒸留水に硝酸銀の結晶を２．５グラム溶解させる。このビーカーに２９％の
水酸化アンモニウム溶液を滴下して加えると褐色の沈澱物が生成し、これをより高濃度の
水酸化アンモニウム溶液に再溶解させる。この溶液が再び透明になった時点で、過剰量を
確保する目的で水酸化アンモニウム溶液を余分に５滴加える。
【００４２】
反応が進行するにつれてスラリーの明度が数回変化する。撹拌を３０分間行った後、上澄
み液に銀イオンに関する試験を行うことで銀イオンが存在しないことを確認する。前記ス
ラリーを濾過して蒸留水で数回濯いだ後、プレスケーキを１００℃で一定質量になるまで
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乾燥させる。この乾燥させたサンプルは高度に反射する光沢のある銀色の材料であり、こ
れは、カプセル封じしている銀層を通して光を選択的であるが限定度合で透過することか
ら向上した白色真珠効果を伴う。
【００４３】
１２００ｍｌのイソプロパノールに２５℃で前記材料を１００グラム入れてスラリー化す
る。このスラリーに蒸留水を１５０グラム、２９％の水酸化アンモニア溶液を７．０グラ
ムおよびテトラエトキシシランを１５０グラム加える。このスラリーを室温で７時間撹拌
した後、濾過し、生成物を洗浄した後、オーブンで乾燥させる。
【００４４】
５０グラムの１％デキストロース溶液に前記シリカで覆われた材料を１０グラム入れてス
ラリーにする。このスラリーに硝酸銀が０．４０グラムと水が４０グラムと２９％水酸化
アンモニウム溶液が若干過剰量で入っている溶液を迅速に加える。このスラリーを撹拌す
ると１分以内に強い緑色が生じる。このスラリーの撹拌を１５分間行った後、その上澄み
液に実施例２に記述した試験に従って測定して、還元されなかった銀イオンに関する評価
が負であることを確認する。このスラリーを濾過し、生成物を洗浄した後、１２０℃で乾
燥させる。この生成物は、この生成物を含有するラッカー膜を見る角度を変えた時、緑色
から紫色に非常に奇麗な色揺れを示す。
【００４５】

磁気撹拌子が備わっている２５０ｍｌのＰＹＲＥＸビーカーに１００ミクロンのガラスフ
レーク（ＢＥＴ面積＝０．２２ｍ 2／ｇ）を２．２８グラム入れる。このビーカーに二ク
ロム酸ナトリウム二水化物が１．２％で濃硫酸が９８．８％の組成を有するクロム酸溶液
を２００グラム加える。このスラリーを撹拌しながら１００℃に加熱して、この温度に１
０分間保持する。次に、このスラリーを室温近くになるまで冷却し、５００ｍｌの蒸留水
にゆっくり注ぎ込むことで酸を希釈し、真空濾過した後、蒸留水で濯いで酸を除去する。
【００４６】
磁気撹拌子が備わっている４００ｍｌのＰＹＲＥＸビーカーにアジピン酸を４３．９グラ
ム（０．３０モル）および蒸留水を１００ｍｌ入れる。このスラリーを撹拌しながら、こ
のビーカーに、１００ｍｌの蒸留水に水酸化ナトリウムペレットを２４．０グラム（０．
６０モル）溶解させた溶液を加える。最後に、このビーカーに、１００ｍｌの蒸留水に水
酸化ナトリウムペレットを３０．２グラム（０．７５５モル）溶解させた溶液を加える。
得られた溶液はほぼ飽和状態にある。最後に、このビーカーにＨＣｌによる安定化された
ＨＡｕＣｌ 4溶液（Ａｕが３９．７重量％入っている）を４．９６グラム加えて均一にす
ると、黄色の透明な溶液が得られる。
【００４７】
洗浄しておいた前記ガラスフレークを４００ｍｌのＰＦＡ　ＴＥＦＬＯＮ（商標）ビーカ
ーに定量的に移す。このＴＥＦＬＯＮ（商標）ビーカーにまた錯体を形成している前記Ｈ
ＡｕＣｌ 4溶液も加える。このビーカーにメタノールを８０ｍｌ加えた後、沸騰水浴に入
れる。このスラリーを前記浴で加熱しながらプラスチック製の機械的プロペラ型撹拌機を
用いて激しく撹拌する。このスラリーはほぼ２０分経過するまでに色と外観の変化を数回
起こし、その時点で上澄み液が無色透明になったことから反応が完結したと思われる。こ
のスラリーを真空濾過し、プレスケーキを蒸留水で濯ぐことで溶質を除去した後、１００
℃のオーブンに入れて一定質量になるまで乾燥させる。生成物の収量は４．０７グラムで
あり、このことは、還元された金の９１％が膜として前記ガラスフレークの上に付着しそ
してその他の９％がプラスチック製撹拌機の上に金箔として付着したことを示していた。
【００４８】
この被覆されたガラスフレークはバルク金の所望外観を有する。計算した理論的金膜厚は
２１２ｎｍである。この小板を光顕微鏡および電子顕微鏡の両方で検査した結果、金層が
比較的大きな結晶子で構成されていることが分かった。
【００４９】
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６０ｍｌのイソプロパノールに２５℃で前記金被覆ガラスフレークを５グラム入れてスラ
リー化する。このスラリーに蒸留水を７．５グラム、２９％のＮＨ 4ＯＨを０．３５グラ
ムおよびテトラエトキシシランを７．５グラム加えて室温で５時間撹拌する。次に、生成
物を濾過し、洗浄した後、オーブンで乾燥させる。
【００５０】
５グラムの１％デキストロース溶液に前記シリカ被覆材料を１グラム入れてスラリーにす
る。このスラリーにＡｇＮＯ 3が０．０４グラムと水が４グラムと２９％水酸化アンモニ
ウム溶液が数滴（過剰量）入っている溶液を迅速に加える。このスラリーを１５分間撹拌
し、濾過し、生成物を洗浄した後、１２０℃で乾燥させる。
【００５１】

磁気撹拌子が備わっている２５０ｍｌのＰＹＲＥＸビーカーに１００ミクロンのガラスフ
レーク（ＢＥＴ面積＝０．２２ｍ 2／ｇ）を８．８３グラム入れる。このビーカーに二ク
ロム酸ナトリウム二水化物が１．２％で濃硫酸が９８．８％の組成を有するクロム酸溶液
を２００グラム加える。このスラリーを撹拌しながら１００℃に加熱して、この温度に１
０分間保持する。次に、このスラリーを室温近くになるまで冷却し、５００ｍｌの蒸留水
にゆっくり注ぎ込むことで酸を希釈し、真空濾過した後、蒸留水で濯ぎ、酸を除去する。
【００５２】
１０ｍｌの蒸留水にマレイン酸を１．２８グラム（０．０１１モル）溶解して、１００ｍ
ｌのメスフラスコに移す。１０ｍｌの蒸留水に水酸化ナトリウム（ペレット）を１．２４
グラム（０．０３１モル）溶解して、前記メスフラスコに移す。このフラスコにトリエタ
ノールアミンを２．９８グラム（０．０２モル）加えた後、この溶液を渦巻き撹拌するこ
とで均一にする。その後、このフラスコに１，４ジオキサンを１０．０グラム加えて、こ
の溶液を渦巻き撹拌することで均一にする。このフラスコにＨＣｌにより安定化したＨ 2

ＰｔＣｌ 6溶液（Ｐｔが３３．３重量％入っている）を１．７６グラム加えた後、蒸留水
で１００ｍｌの印の所に来るまで希釈することで、赤色の透明な溶液を得る。
【００５３】
洗浄しておいた前記ガラスフレークを２００ｍｌのＰＴＦＥ　ＴＥＦＬＯＮ（商標）ビー
カーに定量的に移す。このビーカーに錯体を形成している前記Ｈ 2ＰｔＣｌ 6溶液を１００
ｍｌ加える。このビーカーに３５％のヒドラジン溶液を１０．０ｍｌ加えると、その結果
若干の色変化が起こることに加えて気体が少量発生する。このビーカーを沸騰水浴に入れ
て、そのスラリーを加熱しながらプラスチック製の機械的プロペラ型撹拌機を用いて撹拌
する。このスラリーは徐々に数回の色変化を起こす。加熱と撹拌を約６０分間行うと、前
記ガラスフレークの懸濁物が非常に明るい銀様の層で覆われて、上澄み液が無色透明にな
り、このことは、反応が完了したことを示している。このスラリーを真空濾過し、プレス
ケーキを蒸留水で濯ぐことで溶質を除去した後、１００℃のオーブンに入れて一定質量に
なるまで乾燥させる。この手順を用いると還元された白金がガラスフレークに定量的収率
で付着する。プラスチック製プロペラに付着した白金の質量は無視できるほどである。
【００５４】
この生成物はバルク白金の望ましい色と光沢を示す。計算した白金膜厚は１４ｎｍである
。この粉末を光顕微鏡および電子顕微鏡の両方で検査する。白金の滑らかな連続膜がガラ
スフレークの上に存在し、これは非常に小さな結晶子で構成されている。
【００５５】
この上に示した生成物を５グラム用いて、これにシリカ層および最終的な外側銀層による
カプセル封じをこの上に示した実施例４に従って行い、ＣＥＭを生成させる。
【００５６】

磁気撹拌子が備わっている１００ｍｌのＰＹＲＥＸビーカーに平均直径（主要寸法）が５
０ミクロンのマイカフレーク（ＢＥＴ面積＝２．００ｍ 2／ｇ）を３．００グラム入れる
。このビーカーに二クロム酸ナトリウム二水化物が１．２％で濃硫酸が９８．８％の組成
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を有するクロム酸溶液を１００グラム加える。このスラリーを撹拌しながら１００℃に加
熱して、この温度に１０分間保持する。次に、このスラリーを室温近くになるまで冷却し
、５００ｍｌの蒸留水にゆっくり注ぎ込んで酸を希釈し、真空濾過した後、蒸留水で濯ぐ
ことにより酸を除去する。
【００５７】
２０ｍｌの蒸留水にマレイン酸を３．８３グラム（０．０３３モル）溶解させて、１００
ｍｌのメスフラスコに移す。２０ｍｌの蒸留水に水酸化ナトリウム（ペレット）を３．７
２グラム（０．０９３モル）溶解させて、前記メスフラスコに移す。このフラスコにトリ
エタノールアミンを８．９５グラム（０．０６モル）加えた後、この溶液を渦巻き撹拌し
、均一にする。このフラスコに１，４ジオキサンを３０．０グラム加えて、この溶液を渦
巻き撹拌し、で均一にする。このフラスコにＨＣｌにより安定化されたＨ 2ＰｔＣｌ 6溶液
（Ｐｔが３３．３重量％入っている）を５．２７グラム加えた後、蒸留水で１００ｍｌの
印の所に来るまで希釈し、赤色の透明な溶液を得る。
【００５８】
洗浄しておいた前記マイカフレークを２００ｍｌのＰＴＦＥ　ＴＥＦＬＯＮ（商標）ビー
カーに定量的に移す。このビーカーに錯体を形成している前記Ｈ 2ＰｔＣｌ 6溶液を１００
ｍｌ加える。このビーカーに３５％のヒドラジン溶液を３０．０ｍｌ加えると、その結果
若干の色変化が起こることに加えて気体が少量発生する。このビーカーを沸騰水浴に入れ
て、そのスラリーを加熱しながらプラスチック製の機械的プロペラ型撹拌機を用いて撹拌
する。このスラリーは徐々に数回の色変化を起こす。加熱と撹拌を約９０分間行うと、前
記マイカの懸濁物が非常に明るい銀様の層で覆われて、上澄み液が無色透明になり、この
ことは、反応が完了したことを示している。このスラリーを真空濾過し、プレスケーキを
蒸留水で濯ぐことにより溶質を除去した後、１００℃のオーブンに入れて一定質量になる
まで乾燥させる。還元された白金がマイカフレークに定量的収率で付着する。プラスチッ
ク製プロペラに付着した白金の質量は無視できるほどである。
【００５９】
この生成物はバルク白金の望ましい色と光沢を示す。計算した白金被覆膜厚は１４ｎｍで
ある。この白金マイカを光顕微鏡および電子顕微鏡の両方で検査する。滑らかな連続膜が
存在し、これは非常に小さな結晶子で構成されている。この生成物をニトロセルロースラ
ッカーに３％の充填量で混合して、湿った状態で０．００３インチの膜に引き伸ばした。
この塗膜は優れた銀様色と反射を示す。
【００６０】
６００ｍｌのイソプロパノールに２５℃で前記材料を５０グラム入れてスラリーにする。
このスラリーに蒸留水を７５グラム、２９％のＮａＯＨを３．５グラムおよびテトラエト
キシシランを７５グラム加える。このスラリーを室温で９時間撹拌し、濾過し、生成物を
洗浄した後、１００℃のオーブンで乾燥させる。
【００６１】
５０グラムの１％デキストロース溶液に前記生成物を１０グラム入れてスラリー化する。
このスラリーに４０グラムの蒸留水に入っている０．４グラムのＡｇＮＯ 3および若干過
剰量の２９％水酸化アンモニウムを迅速に加える。このスラリーを１５分間撹拌し、濾過
し、生成物を洗浄した後、１２０℃で乾燥させる。
【００６２】

磁気撹拌子が備わっている４リットルのビーカーに２％のデキストロース溶液を１５４２
グラム入れて、これに平均直径が５０ミクロンのマイカを８０グラム加える。このスラリ
ーを室温で撹拌する。
【００６３】
このスラリーに下記のようにして調製した溶液を迅速に添加した：磁気撹拌子を用いて１
５００ｍｌの蒸留水に硝酸銀の結晶を３１．５グラム溶解させる。このビーカーに２９％
の水酸化アンモニウム溶液を滴下すると褐色の沈澱物が生成し、これをより高い濃度の水
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酸化アンモニウム溶液に再溶解させる。この溶液が再び透明になった時点で、前記水酸化
アンモニウム溶液を余分に２０滴加え、全体として３６．８グラムとする。
【００６４】
反応が進行するにつれてスラリーの明度が数回変化する。撹拌を３０分間行った後、上澄
み液に銀イオンに関する試験を実施例２の場合の同様に行い、銀イオンが存在しないこと
を確認する。前記スラリーを濾過して蒸留水で数回濯いだ後、プレスケーキを１００℃で
一定質量になるまで乾燥させる。この乾燥させたサンプルは高度に反射する光沢のある銀
色の材料である。
【００６５】
６００ｍｌのイソプロパノールに２５℃で前記材料を５０グラム入れてスラリー化する。
このスラリーに蒸留水を７５グラム、２９％のＮＨ 4ＯＨを３．５グラムおよびテトラエ
トキシシランを７５グラム加える。このスラリーを室温で９時間撹拌した後、濾過し、生
成物を洗浄した後、１００℃のオーブンで乾燥させる。
【００６６】
５０グラムの１％デキストロース溶液に前記生成物を１０グラム入れてスラリー化する。
このスラリーに４０グラムの蒸留水に入っている０．４グラムのＡｇＮＯ 3および若干過
剰量の２９％水酸化アンモニウムを迅速に加える。このスラリーを撹拌している間に前記
スラリーが急速に強い青色を示すようになる。このスラリーを濾過し、生成物を洗浄した
後、１２０℃で乾燥させる。この生成物は実施例２で得た生成物に類似した色移行を示す
が、しかしながら、粒状の小板の大きさははるかに小さい。
【００６７】

実施例２に従って調製したＣＥＭサンプルをポリプロピレンステップチップ（ｓｔｅｐ　
ｃｈｉｐｓ）に１％の濃度で混合する。前記ステップチップはチップ表面を横切る各ステ
ップの所に段階的厚みを有することから、このように呼ぶのが適当である。前記ＣＥＭを
含有するチップは見る角度の関数としてユニークな色移行を示す。光顕微鏡測定により、
小板が重合体チップの全体に亘って分布しており、小板の多くがＣＥＭの存在を指示する
多様な色効果を示すことが分かる。
【００６８】

実施例２に従って調製したＣＥＭを用いてマニキュアの調製を行った。８２ｇの懸濁用ラ
ッカーＳＬＦ－２と４ｇのラッカー１２７Ｐと４ｇの酢酸エチルに１０ｇのＣＥＭ生成物
を混合した。前記懸濁用ラッカーＳＬＦ－２は酢酸ブチル、トルエン、ニトロセルロース
、トシルアミド／ホルムアルデヒド樹脂、イソプロピルアルコール、フタル酸ジブチル、
酢酸エチル、樟脳、ｎ－ブチルアルコールおよびシリカで構成されている一般的マニキュ
アである。最終的マニキュアは、これを指の爪に塗布した時、見る角度の関数としてユニ
ークな色移行効果を示した。
【００６９】

実施例２に従って調製したＣＥＭが１０重量％に相当する部数で入っているドライブレン
ド物を調製したが、しかしながら、１つのサンプルには、カプセル封じしている二酸化ケ
イ素の層を若干厚くし、従って赤色から緑色への色揺れしている。ＰＧＩ　Ｃｏｒｏｎａ
　Ｇｕｎ　＃１１０３４７を用いてＴｉｇｅｒ　ＤｒｙｌａｃのＰｏｌｙｅｓｔｅｒ　Ｔ
ＧＩＣ粉末コーティング（ｐｏｗｄｅｒ　ｃｏａｔｉｎｇｓ）の中に前記粉末混合物を噴
霧した。前記効果を目立たせかつ変化させる目的で本顔料を下記の２種類の異なる基材に
混合した。
１．　本顔料を透明なポリエステル系に混合してＲＡＬ　９００５　Ｂｌａｃｋ粉末噴霧
基材（ｐｏｗｄｅｒ　ｓｐｒａｙｅｄ　ｂａｓｅ）の上に噴霧した。
２．　本顔料をＲＡＬ　９００５　Ｂｌａｃｋ顔料添加ポリエステル粉末に混合した。本
色効果材料は電気特性を有することからアース付き金属板に高度に引き寄せられ、硬化後
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にユニークな色移行効果を示す。加うるに、本ＣＥＭはアース付きパネル基質に高い親和
性を示すことから、これは表面近くに配向しているように見え、その結果、高度の画像明
白さ（ｄｉｓｔｉｎｃｔｎｅｓｓ　ｏｆ　ｉｍａｇｅ）（ＤＯＩ）を示す仕上げをもたら
し、追加的透明コート（これは伝統的な真珠光沢の金属フレーク顔料を用いた時にしばし
ば引き起こされる隆起を減少させる目的で用いられる）を用いる必要はなかった。
【００７０】

実施例２に従って調製した色効果材料がＮａｚｄａｒ　２７２　Ａｑｕｅｏｕｓ　Ｇｌｏ
ｓｓ　Ｐ．Ｏ．Ｐ．Ｓｃｒｅｅｎ　Ｉｎｋ［透明なオーバープリント（ｏｖｅｒｐｒｉｎ
ｔ　ｃｌｅａｒ）］に１０％入っている分散液を調製して、６０メッシュのスクリーンを
用いてマイラー基質の上にスクリーン印刷した。得られたマイラー膜は青色から紫に及ぶ
ユニークな色移行効果を示した。
【００７１】

透明なアクリル系ウレタンベースコートクリアコート（ｂａｓｅｃｏａｔ　ｃｌｅａｒｃ
ｏａｔ）塗料系ＤＢＸ－６８９（ＰＰＧ）に１０グラムの色効果材料を種々のＰＰＧチン
トと共に混合することにより所望の色を達成した。前記チントのペーストは有機もしくは
無機着色剤で構成されており、これを、ＰＰＧのＤＭＤ　Ｄｅｌｔｒｏｎ　Ａｕｔｏｍｏ
ｔｉｖｅ　Ｒｅｆｉｎｉｓｈ塗料系と共に用いるに適した溶媒含有系に種々の濃度で分散
させた。完成した調合物を慣用のサイフォン式供給スプレーガンでＧｒａｐｈｉｃ　Ｍｅ
ｔａｌｓが供給している湾曲したオートモーティブタイプパネル（ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ
　ｔｙｐｅ　ｐａｎｅｌｓ）（４ｘ１２”）に噴霧した。パネルをＰＰＧ　２００１［高
固体量のポリウレタン透明コート（ｃｌｅａｒ　ｃｏａｔ）］で透明被覆した。パネルを
空気乾燥させた。
【００７２】
本発明の精神および範囲から逸脱しない限り本発明の方法および製品に種々な変更および
変形を行うことができる。本明細書に開示した種々の態様は単に説明の目的で示したもの
であり、本発明の限定を意図するものでない。
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